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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2015 年 

  8 月 

 

253号 

 

  

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
・
製
造
販
売 

共
同
企
業
体 

西
多
摩
ア
ス
コ
ン 

 
 
 

日
出
町
大
久
野
七
九
一
八
‐
一 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
七
一
〇
九 

 
 
 
 
  

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
七
七
一
七 

 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

   
 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

細
沼 

順
人 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 
 
 
 

  
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他 

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
八
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八

王

子

鈴

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電
話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

                                   

   

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 
 
   

電
話 

 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 

 
 
  
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞
穂
支
店 

 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

 
   

   
   

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

      

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
   

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
  

 
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

 
有
限
会
社 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

田 

村 
 

栄 
瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 
 
 
  
 

電
話 
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

 
 
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

 

                                    

 
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

平
成
二
十
七
年
八
月 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

常
の
ダ
ン
プ
輸
送
だ
と
九
年
か

か
る
と
こ
ろ
を
、
巨
大
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
に
よ
っ
て
二
年
半
に

短
縮
す
る
と
い
う
事
業
。
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
を
荷
下
ろ
し
先
へ

通
す
た
め
、
新
た
に
橋
ま
で
か

け
る
と
い
う
規
模
。
沿
岸
部
の

集
落
、
そ
れ
も
街
の
中
心
エ
リ

ア
を
巨
大
津
波
に
根
こ
そ
ぎ
持

っ
て
い
か
れ
、
新
し
い
街
を
ほ

ぼ
ゼ
ロ
か
ら
作
り
直
す
こ
と
に

か
か
る
労
力
の
重
み
を
痛
感
し

ま
し
た
。
今
回
の
視
察
実
現
に

あ
た
っ
て
は
、（
一
社
）
岩
手
県

建
設
業
協
会
に
現
地
で
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
お
願
い
し
た

他
、
宮
城
県
で
の
視
察
同
様
、

東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
よ
り
多

大
な
助
成
金
を
頂
戴
し
て
お
り

ま
す
。
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、

こ
の
経
験
を
地
域
の
災
害
対
応

に
役
立
て
、
い
ざ
と
い
う
時
頼

れ
る
建
設
業
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

（
一
社
）
東
京
都
中
小
建
設
業

協
会
、
㈱
建
通
新
聞
社
の
方
に

ご
同
行
頂
い
た
こ
と
も
、
意
味

の
あ
る
こ
と
で
し
た
。
こ
う
し

た
貴
重
な
経
験
を
業
界
内
で
共

有
し
て
、
来
る
べ
き
そ
の
日
に

備
え
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

岩
手
県
建
設
業
協
会
釜
石
支
部
と
の
意
見
交
換
会
及
び
被
災
地
視
察 

副
理
事
長 

岩 

浪 

岳 

史 
 

去
る
七
月
十
六
、
十
七
日
、
三
多
摩
建
設
業
連

合
会
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
釜
石
市
、
陸
前
高
田
市
の
現
在
の

状
況
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

昨
年
の
宮
城
県
に
ひ
き
続
い
て
災
害
復
興
視
察
で

あ
り
、
西
多
摩
に
災
害
が
発
生
し
た
さ
い
、
迅
速

か
つ
的
確
な
対
応
が
求 

め
ら
れ
る
地
元
の
建
設 

業
者
と
し
て
、
と
て
も 

有
意
義
な
視
察
で
あ
り 

ま
し
た
の
で
、
そ
の
ご 

紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま 

す
。 

初
日
に
お
伺
い
し
た
釜 

石
市
で
は
、（
一
社
） 

岩
手
県
建
設
業
協
会
釜 

石
支
部
の
ご
協
力
に
よ 

り
、
内
容
の
濃
い
意
見 

交
換
会
を
行
う
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。
巨
大
津 

波
に
釜
石
市
が
襲
わ
れ
る
様
子
を
見
た
後
、
そ
の 

後
の
対
応
を
具
体
的
か
つ
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き

ま
し
た
。
西
多
摩
で
は
海
か
ら
の
津
波
は
考
え
ら

れ
な
い
も
の
の
、「
山
津
波
」
と
呼
ば
れ
る
土
砂
災 

害
に
は
、
最
大
限
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
緊
急
時
ど
の
よ
う
に
動
く
か
、
事
前
に 

手
順
を
決
め
、
自
社
内
そ
し
て
業
界
内
で
ど
こ
ま

で
理
解
を
深
め
て
お
け
る
の
か
を
、
我
々
も
い
っ

そ
う
突
き
つ
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し

ま
し
た
。
当
組
合
と 

し
て
は
、
宮
城
県
の 

視
察
同
様
、
今
回
の 

経
験
、
要
点
を
し
っ 

か
り
と
。
ま
と
め
、 

西
多
摩
に
お
け
る
災 

害
対
応
に
還
元
す
る 

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

翌
日
は
陸
前
高
田 

市
へ
移
動
し
て
、
ス 

ー
パ
ー
と
呼
ば
れ
る 

大
手
建
設
業
者
の
共 

同
企
業
体
に
よ
る
復 

興
事
業
を
見
学
い
た 

し
ま
し
た
。
山
を
切
り
崩
し
た
高
台
に
新
た
な
都

市
機
能
を
構
築
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、 

そ
の
ス
ケ
ー
ル
を
実
感
し
た
だ
け
で
も
建
設
業

者
に
と
っ
て
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
し
た
。
東
京

ド
ー
ム
約
十
杯
分
の
土
砂
を
移
動
す
る
た
め
、
通 

 

 

 

平成２７年度「多摩地区の街づくりを

担う合同企業説明会」報告 

「街づくりの担い手発掘プロジェクト」 

実行委員長 岩浪 岳史 

好天に恵まれた６月３０日、三多摩建設業連

合会が「街づくりの担い手発掘プロジェクト」

として昨年から開催している合同企業説明会

を、日本工学院八王子専門学校のキャンパスで

開催いたしました。今回は「地学地就」（地元

多摩で学び、地元多摩で就職する）のコンセプ

トを掲げ、日本工学院八王子専門学校など、多

摩地区に建設系の学科をもつ学校に絞って広

報を行い、費用対効果の面で多くの反省点があ

った昨年１１月の開催から挽回を図るべく、実

行委員会として検討を重ねて参りました。 

前回同様会員企業の採用意欲は強く、当初１

５社参加予定の計画はすぐ２０社に増え、「こ

れは前回並みの結果で終わる訳にはいかない」

と、身震いしながら準備を進めました。だから

こそ、当日会場が約６０名の学生で埋め尽くさ

れた時の喜びは、プレッシャーを感じつつ動い

ていた実行委員にしか味わえないものでした。   

ひいき目な見方かもしれませんが、学生の意

欲も昨年のそれより強く、たくましく感じまし

た。この約６０名の中から最終的に何名が会員

企業へ就職するのか、結果はまだ出ておりませ

んが、各位には積極的なアプローチと採用を強

くお願いいたします。 

今回は約６０名の学生が時間内に４回各企

業のブー 

スを訪問 

したため、 

延べ参加 

人数は約 

２４０名。 

参加企業 

２０社なので一企業あたり１２名の学生と面

談できる計算になります。 

（２面につづく） 

 



   西多摩建設業協同組合  広報委員会   ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０   平成２７年８月１２日   第２５３号 （２） 

                                                                       

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 （青梅認定校）  
◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

◎２級土木施工管理技士コース 

◎２級建築施工管理技士コース 

毎週 月・水  １８時４０分～２０時５０分  

（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。  

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

青梅校（西建協）事務局  0428-22-6245  

日建学院 立川校  042－527－3291   担当：澤田 

 

８ 月 事 業 計 画 

１日 第１２回あきる野夏祭りに参加 （秋川流域委員会） 

      《昨年同様模擬店出店・１２時から２０時予定》 

４日 三多摩建設業連合会  

２８年度東京都予算要望検討委員会（八王子） 

４日  災害対策安全委員会 

７日 広報委員会２５３号編集発行 

 ７日 工事現場における安全対策事故防止説明会 ３階会議室 

１２日～１４日 建設会館夏期休業 

１９日 理事会 

２１日 事業委員会 

２１日 工事現場パトロール （災害対策安全委員会） 

 

日
建
学
院 

青
梅
認
定
校 

（
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
） 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

         

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

 

昭
石
加
工
株
式
会
社 

 

電
話 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 
 
 
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

高
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話  

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
一 

 
 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
四 

 
 

葬
儀
・
法
事
・
遺
品
整
理
・
生
前
整
理
・
ご
安
置 

 
 

 
 

式
場
使
用
料
無
料 

法
事
室
完
備 

 

そ
う
し
ん
ホ
ー
ル
（
青
梅
・
昭
島
・
福
生
） 

 
 

青
梅
市
末
広
町
一-

二-

一(

そ
う
し
ん
ホ
ー
ル
青
梅)

 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〇
一
二
〇-

〇-

四
五
四
六
四 

 
 
 
 
 

 

一
般
財
団
法
人 

経
済
調
査
会 

理
事
長 

菊
川 

 

滋 
 

 

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
‐
一
三-

一
六 

 
 

 
  

電
話 

  

〇
三
‐
三
五
四
二
‐
九
二
九
一 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  

〇
三
‐
三
五
四
三-

一
九
〇
四 

 

 

  

株
式
会
社 

イ
ー
エ
ス
ピ
ー 

代
表
取
締
役 

高
橋 

美
作 

 

羽
村
市
富
士
見
平
二
‐
一
‐
五 

 

 
 
 
  
 
  

 

電
話 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
八 

 

法 

面 

保 

護 

工 

事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

         

電
話 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

         

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一
六 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

        
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八      

 

株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス 

代
表
取
締
役 

 

森
屋 

光
石 

 

立
川
市
柴
崎
町
三
‐
一
三
‐
一
九 

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
五  

 
ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠
原 

嗣
雄 

 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

        

電
話 
〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

 

  

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 

１．熱中症予防・対策      災害対策安全員会 

連日、猛暑が続いており各社・各現場にて適切な対応を。 

２．西多摩地区で労災事故が多発しています。 

①トラックレーンによる架空線の切断。 

②バックホウの用途外使用による転倒。 

③バックホウによるはさまれ事故。 

いずれも、初歩的な点検、確認作業を怠ったことが原因と考

えられます。各社において再度、作業手順や禁止事項等の確

認をされ、自己防止に努めていただきたい。 

               

 

ただ、この数字は現段階では成功の部類と捉えて差し支えないのです

が、当初の「街づくりの担い手を発掘する」という目的からすると、

手放しで喜べないことも確かです。というのは、今回来場した約６０

名は建設系の学科に入学した時点で、すでに建設業への入職をある程

度志した人材であるからです。いわば大手を選ぶか、地元中小を選ぶ

かの選択に置いて集客に成功したのであり、建設業界全体の裾野を広

げた訳ではありません。 

昨年の第１回は、裾野を広げる目的で広く告知したため、多額の費

用を要しました。細かい内訳は省略しますが、今回要した費用は前回

のおおよそ四十分の一です。費用対効果の面で大幅に向上したことは

間違いありませんが、建設業界全体の裾野を広げるという大義を犠牲

にしての成功であることを忘れてはならなのです。そうした意味で

は、また枝葉末節においても反省点は多く、次回改善したいと思って

おります。何より、今回多大なご協力を頂いた日本工学院八王子専門

学校との信頼関係をさらに構築することが重要であり、建設業界全体

の裾野を広げる、とは端的に言うと、建設業を学ぶ学生数を増やすこ

とに他なりません。 

末筆になりますが、東日本建設業保証㈱には今年度も費用の助成を

して頂きました。個人的には来年度も実働部隊として関わらせて頂け

れば幸いです。会員各位の積極的なご提言をお待ちしております。 

 

 

◇工事現場における安全対策事故防止会議開催◇ 

 ８月７日１３時から建設

会館３階にて、緊急の工事現

場における安全対策事故防

止会議が開催され、急な開催

の中、会員６０名が出席し、

「工事現場における安全対

策の徹底」について議論しま

した。改めて工事現場におけ 

 る安全対策及び事故防止の徹底を図ることを、確認しました。 



 


